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１．完成写真

砂糖の主成分はブドウ

糖と果糖がつながったシ

ョ糖です。

果糖は甘いそうです。

２．化学式 Ｃ６Ｈ１２Ｏ６

３．構造式

４．表

果糖 第１面 第２面 第３面 第４面 角度定規 個数

Ｃ２，Ｃ５（黒） φ２８ φ２４ φ２８ φ２４ 108° ２

Ｃ３，Ｃ４（黒） φ２８ φ２８ φ２４ φ２４ 108° ２

Ｃ１，Ｃ６（黒） φ２８ φ２４ φ２４ φ２４ 109.5゜ ２

Ｏ１（赤） φ２４ φ２４ 108° １

Ｏ（赤） φ２４ φ２４ ギリギリ ５

Ｈ（白） φ２４ 半分 １１
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５．切り方

(1)水素原子の切り方

水素原子（白）を孔定規の２４の孔にち

ょうど半分になるように埋め込みます。発

泡スチロール球についている線を孔定規の

孔に合うように埋め込みます。

左手で孔定規を押さえ，右手に電熱線カ

ッターをもち，孔定規の上を電熱線をすべ

らせ，水素原子（白）を半分に切ります。

(2)Ｃ２，Ｃ５の切り方

①第１面の切り方

Ｃ２の第１面を２８で切ります。第１面

に「１」と書きます。

②第２面の切り方

Ｃ２の第１面を108°の角度定規のオデコ

につけ，第２面を２４で切ります。第２面

に「２」と書きます。

③第３面は「１オデコ，２ヒサシ」

Ｃ２の第１面をオデコにあて，第２面を

ヒサシにつけ，第３面を２８で切ります。

第３面に「Ｃ２－３」と書くと後でわかり

やすいです。
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④第４面は「２オデコ，１ヒサシ」

Ｃ２の第２面をオデコにあて，第１面を

ヒサシにつけ，第４面を２４で切ります。

第４面に「Ｃ２」と書きます。

⑤Ｃ５とＣ２は同じ切り方

Ｃ２と同じようにＣ５を切り，第４面に

「Ｃ５」と書きます。⑤

(3)Ｃ３，Ｃ４の切り方

①第１面の切り方

Ｃ３の第１面を28で切ります。第１面に

「１」と書きます。

②第２面の切り方

Ｃ３の第１面を108°の角度定規のオデコ

につけ，第２面を２８で切ります。第２面

に「２」と書きます。
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③第３面は「１オデコ，２ヒサシ」

Ｃ３の第１面をオデコにあて，第２面を

ヒサシにつけ，第３面を２４で切ります。

第３面に「Ｃ３－３」と書きます。

④第４面は「２オデコ，１ヒサシ」

Ｃ３の第２面をオデコにあて，第１面を

ヒサシにつけ，第４面を２４で切ります。

第４面に「Ｃ３」と書きます。

⑤Ｃ４とＣ３は同じ切り方

Ｃ３と同じようにＣ４を切り，第４面に

「Ｃ４」と書きます。

(4)Ｃ１，Ｃ６の切り方

①第１面の切り方

Ｃ１の第１面を２８で切ります。第１面

に「１」と書きます。
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②第２面の切り方

Ｃ１の第１面を109.5°の角度定規のオデ

コにつけ，第２面を２４で切ります。第２

面に「２」と書きます。

③第３面は「１オデコ，２ヒサシ」

Ｃ１の第１面を109.5°の角度定規のオデ

コにあて，第２面をヒサシにつけ，第３面

を２４で切ります。第３面に「３」と書き

ます。

④第４面は「２オデコ，１ヒサシ」

Ｃ１の第２面を109.5°の角度定規のオデ

コにあて，第１面をヒサシにつけ，第４面

を２４で切ります。第４面に「Ｃ１」と書

きます。

⑤Ｃ６とＣ１は同じ切り方

Ｃ１と同じようにＣ６を切り，第４面に

「Ｃ６」と書きます。
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(5)Ｏ１の切り方

①第１面の切り方

Ｏ１の第１面を２４で切ります。

②第２面の切り方

Ｏ１の第１面を108°の角度定規のオデコ

につけ，第２面を２４で切ります。

(6)Ｏの切り方

①第１面の切り方

Ｏの第１面を２４で切ります。

②第２面の切り方（ギリギリ）

Ｏの第１面を上に向け，ギリギリで（端

を穴定規の穴につけ）第２面を２４で切り

ます。
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６．組み立て方

(1)並べる

Ｏ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４，Ｃ５を写真の

ように並べて，木工ボンドをつけずに一度

組み立ててみます。

(2)組み立て方

Ｏ１の切断面とＣ２の第２面に木工ボン

ドにつけます。

Ｃ２の第１面とＣ３の第２面に木工ボン

ドをつけます。

Ｃ３の第１面とＣ４の第２面に木工ボン

ドをつけます。

Ｃ４の第１面とＣ５の第１面に木工ボン

ドをつけます。

Ｃ５の第２面とＯ１の切断面に木工ボン

ドをつけます。

数分後，Ｏ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４，Ｃ５をつけます。

すこし乾いてから，ずれをなおします。２～３度繰り返します。

７．まわりの部品の作り方

(1)ＯＨの組み立て方

Ｏの片面とＨに木工ボンドをつけます。同じものを５個作ります。

（砂糖を作るときは４個作ります）



果糖の分子模型作り - 8

(2)Ｃ１，Ｃ６にＨ（白）をつけます

Ｃ１，Ｃ６の第２面と第３面とＨに木工ボンドをつけ，数分後，Ｈをつけます。

(3)ＣＨ２ＯＨの組み立て方

Ｃ１，Ｃ６の第４面と①で作ったＯＨのＯに木工ボンドでつけ，数分後，つけます。

８．まわりの部品のつけ方

(1)Ｈ（白）のつけ方 その１（表）

Ｃ４の第４面にＨを木工ボンドでつけます。
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(2)Ｈ（白）のつけ方 その２（裏）

Ｃ５の第４面とＣ３の第３面に，Ｈを木工ボンドでつけます。

(3)ＣＨ２ＯＨのつけ方

Ｃ５の第３面，Ｃ２の第３面に，水素ができるだけ重ならない位置を探し，写真のよう

にＣＨ２ＯＨをそれぞれつけます。

(4)ＯＨのつけ方

Ｃ３の第４面，Ｃ４の第３面に，水素ができるだけ重ならない位置を探し，写真のよう

にＯＨをそれぞれつけます。
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※砂糖の分子模型を作る場合

砂糖の分子模型を作る場合はＣ２の第４

面が何もついていない状態で終えます。

ブドウ糖の分子模型を作ってから，つな

ぎの酸素をつけると，砂糖の分子模型にな

ります。

(5)Ｃ２にＯＨをつけます

９．果糖の完成です

表側 裏側


